
様式第１０ 

循環型社会形成推進地域計画改善計画書 

 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

常陸大宮市 常陸大宮市 平成 27年 4月 1日～令和 3年 3月 31日 平成 27年度～令和 2年度 

 

１ 目標の達成状況 

（ごみ処理） 

指      標 

 

現 状 

（令和  年度） 

目 標  

（令和  年度） A 
実 績   

（令和  年度） B 
実績 

/目標 

排出量 

 

 

 

 

事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

生活系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

         t 

              t 

 t 

kg/人 

         t 

              t 

 t 

kg/人 

         t 

              t 

 t 

kg/人 

     % 

     % 

     % 

      % 

合 計 事業系生活系総排出量合計               t               t               t      % 

再生利用量 

 

直接資源化量 

総資源化量 

              t 

              t 

              t 

              t 

              t 

              t 

     % 

     % 

エネルギー回収量 エネルギー回収量（年間の発電電力量）             MWh             MWh             MWh  

最終処分量 埋立最終処分量               t               t               t      % 

※目標未達成の指標のみを記載。 

 

（生活排水処理） 

指      標 

 

現 状 

（令和25年度） 

目 標 

 （令和3年度） A 
実 績 

 （令和3年度） B 
実績 

/目標 

総人口  44,968人 38,660人 39,882人    ―  

公共下水道 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

9,442人 
21.0％ 

11,125人 
28.8％ 

11,812人 
29.60％ 

106.2% 
110.3% 

集落排水施設等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

8,028人 
17.9％ 

6,985人 
18.1％ 

7,268人 
18.20％ 

104.1% 
150.0% 

合併処理浄化槽等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

12,155人 
27.0％ 

14,205人 
36.7％ 

11,071人 
27.80％ 

77.9% 
8.2% 

未処理人口 汚水衛生未処理人口 15,343人 6,345人 9,731人 153.4% 



※目標未達成の指標のみを記載。 

２ 目標が達成できなかった要因 

 単独処理浄化槽及びくみ取り槽から合併処理浄化槽への転換数が少ないことが目標未達成の原因と考えられる。 

 合併処理浄化槽未設置世帯は高齢者が多く，浄化槽設置費用の個人負担が大きいこと，実家を離れ，他の市町村に生活を構えた子ども

たちが今後戻ってくる見込みがないということが設置促進を妨げており，現在の補助制度のみでは転換が進まなかったと考えられる。 

 また，単独処理浄化槽転換に係る補助制度を知らない世帯があることから，転換促進及び補助制度の広報活動が不足していることも要

因である。 

 

 

 

 

３ 目標達成に向けた方策 

目標達成年度令和 8年度まで 

 

 今後も継続し浄化槽設置事業費補助金の交付を行うほか，くみ取り槽撤去費用及び宅内配管工事費用に係る補助金の交付を検討し，個

人負担の軽減を図る。 

 また，広報・お知らせ版，ＨＰ等にて補助事業の周知を行い，合併処理浄化槽の設置又は転換を推進し，未処理人口の早期解消を目指
す。 

 

 

 

 

（都道府県知事の所見） 

 新たな目標を達成すべく、交付金のメニュー拡充の検討及び広報周知を行い、進捗状況を随時確認しながら確実に事業を実施していた
だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


